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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 新型感染症対策事業 所管部局 総務部

1
所管
室課

危機管理室 事業名 新型コロナウイルス等感染症対策基金積立事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 211 施策 危機管理体制の充実

41,923
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 0.0 13.1 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

新型コロナウイルス等感染症対策基金積立

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

（１）新型コロナウイルス等感染症対策基金
件数（令和４年12月31日現在）
令和３年…84件

寄付額（令和３年12月31日現在）
令和３年…5,790,663円

（２）ふるさと納税ポータルサイトを経由し受けた寄附（「みんなで支えあう、すいたAID」指
定分)
件数（令和３年12月31日現在）
令和３年…2,214件

寄付額（令和３年12月31日現在）
令和２年…36,132,000円

決算額　(千円) 34,523

事業概要

新型感染症対策

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

　新型コロナウイルス感染症の発生により、既存の備蓄物資や新たに購入した物資を活用し、
感染症拡大防止に対応した。
令和３年度手指消毒用アルコール購入　　208本
　　　　 PCR検査キット購入　500個
        予防接種用注射器　1,500本

決算額　(千円) 473

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

寄付額41,923千円を基金として積立し、基金から
45,000千円を繰出し、吹田市新型コロナウイルス感
染症緊急対策アクションプランの市民生活への支援
として小学生の給食を無償化するために45,000千円
を活用した。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

人事室 事業名 新型感染症対策事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　「吹田市新型インフルエンザ等対策に係る備蓄方
針」に基づき、人事室では職員用の備蓄を行う中
で、新型コロナウイルス感染症の発生に伴い備蓄物
資を消費したが、再度購入を行ったことで計画通り
の備蓄が行えている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

適切に事案に備える

所管
室課

事業名

1,712
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)
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